
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
一
号
）

二
四
（
　
二
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

景
気
循
環
の
形
態
に
関
す
る
比
較
動
学
的
分
析ヒゴ

野
　
　
正

「
二

１
　
問
　
題

ー
　
モ
デ
ル

皿
　
景
気
循
環
の
運
動

ｗ
　
比
較
動
学
的
検
討

Ｖ
　
ま
と
め

１
　
問
　
題

　
本
稿
の
目
的
は
、
景
気
循
環
に
関
す
る
完
結
し
た
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
こ
と
に
－
よ
っ
て
、
景
気
循
環
の
形
態
に
作
用
す
る
構
造
・

行
動
様
式
に
か
か
わ
る
諸
要
因
を
摘
出
し
、
そ
れ
ら
が
景
気
循
環
運
動
の
諸
形
態
に
及
ぽ
す
効
果
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
景
気
循
繋
の
彩
態
変
化
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
い
て
は
、
競
争
的
資
本
主
義
に
お
げ
る
景
気
循
環
様
式
が
独
占
の
成

立
、
国
家
の
経
済
介
入
な
ど
の
構
造
変
化
に
伴
っ
て
い
か
に
変
容
す
る
か
、
と
い
う
見
地
か
ら
分
析
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
わ

　
　
（
、
）
本
稿
は
一
九
七
七
年
度
理
論
計
量
経
済
学
会
全
国
大
会
に
お
げ
る
報
告
を
基
礎
に
し
て
い
る
。
報
告
に
先
だ
っ
て
神
戸
大
学
置
塩
信
雄

　
　
　
先
生
か
ら
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。
又
、
同
大
会
で
は
東
京
都
立
大
学
鴇
田
助
教
授
よ
り
モ
デ
ル
の
玩
実
化
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
を
戴
き
ま

　
　
　
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
致
し
ま
す
。
た
お
残
る
誤
り
の
責
は
筆
者
の
も
の
で
す
。



ゆ
る
競
争
論
次
元
に
お
げ
る
景
気
循
環
の
運
動
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
が
競
争
的
資
本
主
義
に
っ
い
て
も
十
分
に
解
明
さ
れ
た
と
い
い
難
い
状

況
を
反
映
し
て
、
独
占
段
階
に
お
げ
る
そ
の
変
容
論
も
十
分
た
成
果
を
上
げ
る
に
到
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
高
須
賀
編
〔
１
〕
）
。

他
方
、
近
代
経
済
学
サ
ィ
ド
か
ら
の
景
気
循
環
モ
デ
ル
と
し
て
は
、
○
◎
◎
ｑ
ぎ
昌
〔
２
〕
を
始
め
、
臼
ｏ
雰
－
ｏ
Ｏ
ｐ
昌
屋
－
乙
・
昌
型
□
３
〕
、

〔
４
〕
、
穴
四
巨
冒
－
安
井
型
〔
５
〕
、
〔
６
〕
、
自
胃
；
干
置
塩
型
〔
７
〕
、
〔
８
〕
な
ど
が
代
表
的
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
我
々

は
こ
れ
ら
の
中
か
ら
、
資
本
主
義
を
正
の
純
貯
蓄
を
伴
な
っ
た
動
態
的
性
格
を
も
つ
も
の
と
し
、
そ
の
動
態
の
一
っ
の
形
態
と
１
し
て

景
気
循
蓑
を
位
置
づ
げ
、
循
環
的
変
動
の
主
導
因
を
資
本
家
の
投
資
行
動
に
求
め
て
お
り
、
更
に
既
存
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
稼
動
率
を

投
資
行
動
の
基
準
と
位
置
付
げ
て
い
る
｝
弩
昌
干
置
塩
型
の
景
気
循
環
論
が
最
も
現
実
説
明
的
と
考
え
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
景
気

変
容
論
に
接
近
す
る
。

　
以
下
で
述
べ
る
我
々
の
景
気
循
環
モ
デ
ル
の
特
徴
は
次
の
点
に
あ
る
。

　
¢
景
気
循
環
の
完
結
し
た
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
た
め
に
、
好
況
過
程
の
上
方
制
約
条
件
と
し
て
完
全
雇
用
を
、
不
況
過
程
の
下
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

制
約
条
件
と
し
て
景
気
局
面
と
独
立
的
た
資
本
家
の
消
費
（
基
礎
消
費
）
を
考
え
る
。

　
　
景
気
循
環
の
形
態
の
変
化
を
、
そ
れ
を
構
成
す
る
構
造
・
行
動
様
式
を
示
す
要
因
（
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
）
の
差
異
に
よ
る
効
果
と
し

て
分
析
（
比
較
動
学
的
分
析
）
す
る
た
め
に
、
完
結
し
た
景
気
循
環
モ
デ
ル
が
定
常
的
で
あ
る
場
合
を
主
な
対
象
と
す
る
。
非
定
常
的

な
場
合
は
ｗ
の
七
で
扱
う
。
そ
の
た
め
に
、
ｖ
の
七
以
外
で
は
労
働
供
給
増
加
率
犯
と
資
本
家
の
基
礎
消
費
の
増
加
率
刎
と
が
等
し

い
と
仮
定
す
る
。

　
　
｝
胃
昌
｛
，
置
塩
型
の
投
資
函
数
を
活
か
し
っ
っ
比
較
動
学
的
分
析
を
行
う
た
め
に
、
投
資
函
数
に
比
し
て
副
次
的
と
考
え
ら
れ

る
景
気
循
環
過
程
に
お
げ
る
実
質
賃
金
率
、
貯
蓄
率
、
労
働
生
産
性
、
設
備
の
廃
棄
率
な
ど
の
変
化
は
捨
象
す
る
。

　
　
　
景
気
循
環
の
形
態
に
関
す
る
比
較
動
学
的
分
析
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
（
　
二
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
（
二
六
）

　
＠
曽
胃
８
干
置
塩
型
投
資
函
数
と
景
気
循
環
の
上
方
・
下
方
の
制
約
と
の
関
係
に
つ
い
て
。
上
方
へ
の
不
均
衡
累
積
過
程
が
労
働

供
給
の
壁
に
制
約
さ
れ
れ
ば
、
　
｝
胃
８
ｑ
Ｉ
置
塩
型
投
資
函
数
は
貫
徹
さ
れ
得
ず
、
投
資
額
は
制
約
条
件
に
許
容
さ
れ
る
額
に
制
約

さ
れ
る
、
と
い
う
「
弱
気
」
の
投
資
態
度
を
考
え
る
。
こ
こ
で
「
弱
気
」
と
い
う
趣
旨
は
完
全
雇
用
の
制
約
に
も
か
か
わ
ら
ず

｝
胃
ｓ
干
置
塩
型
投
資
函
数
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
資
本
家
の
態
度
は
現
実
的
に
も
十
分
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
こ
の
場
合
の
分

析
に
つ
い
て
は
置
塩
〔
ｕ
〕
、
北
野
〔
１
０
〕
を
参
考
の
事
）
。
逆
に
下
方
過
程
の
場
合
に
は
、
景
気
の
底
を
資
本
家
の
基
礎
消
費
に
よ
っ
て
支

持
さ
れ
る
と
仮
定
し
た
の
で
、
稼
動
率
基
準
の
目
胃
８
甲
置
塩
型
投
資
函
数
が
貫
か
れ
る
、
と
い
う
「
強
気
」
の
投
資
態
度
を
考

え
る
。
こ
こ
で
「
強
気
」
と
い
う
趣
旨
は
、
現
実
に
は
景
気
の
下
方
不
均
衡
累
積
過
程
は
種
々
の
契
機
に
よ
っ
て
、
と
り
わ
け
倒
産

を
強
制
さ
れ
か
ね
な
い
資
本
家
層
か
ら
の
新
技
術
を
体
化
し
た
新
投
資
の
集
中
的
導
入
に
よ
っ
て
、
本
稿
で
考
え
て
い
る
よ
う
な
粗

投
資
１
－
零
と
い
う
深
い
底
へ
落
込
む
以
前
に
反
転
し
、
投
資
函
数
の
切
替
え
が
発
生
す
る
事
例
が
ま
ま
み
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
最
後
に
本
稿
で
扱
う
間
題
の
限
定
に
っ
い
て
。
第
一
に
「
比
較
動
学
」
的
分
析
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
景
気
循
環
過
程
に
お
げ
る
貯

蓄
率
の
変
化
の
効
果
を
扱
う
の
で
は
な
い
。
一
般
的
に
構
造
変
化
は
幾
っ
か
の
景
気
循
環
を
通
じ
て
、
た
と
え
ば
一
九
世
紀
末
の
大

不
況
期
を
通
じ
て
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
の
「
比
較
動
学
」
的
分
析
と
は
、
こ
の
構
造
変
化
が
集
中
的
に
生
じ
て
い
る
移

行
期
を
扱
う
の
で
な
く
、
い
わ
ほ
競
争
段
階
と
独
占
段
階
と
い
う
相
対
的
に
安
定
し
た
構
造
を
保
っ
て
い
る
状
態
に
お
け
る
景
気
循

環
の
比
較
を
意
味
す
る
。
第
二
に
、
こ
こ
で
は
景
気
循
環
を
構
成
す
る
各
要
因
の
個
別
的
な
景
気
循
環
の
形
態
へ
の
効
果
を
扱
う
だ

け
で
あ
る
。
た
と
え
ば
独
占
の
成
立
に
よ
っ
て
独
占
価
格
が
設
定
さ
れ
（
供
給
態
度
の
変
化
、
我
々
の
モ
デ
ル
で
は
貯
蓄
率
ｓ
の
変
化
）
、

そ
れ
に
伴
っ
て
設
備
の
廃
棄
態
度
（
刃
）
や
投
資
態
度
（
投
資
函
数
型
、
標
準
操
業
度
払
、
稼
動
率
に
よ
る
投
資
へ
の
反
応
係
数
９
）
た
ど
に

一
連
の
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
こ
う
し
た
構
造
変
化
と
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
変
化
と
の
関
係
、
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
相
互



関
係
、
こ
れ
ら
の
複
合
作
用
の
影
響
な
ど
は
扱
わ
な
い
。

　
　
注
完
結
し
た
景
気
循
環
モ
デ
ル
作
成
の
試
み
と
し
て
三
野
〔
９
〕
、
北
野
〔
１
０
〕
参
照
。

　
　
　
　
皿
　
モ
デ
ル

　
｝
胃
昌
干
置
塩
型
投
資
函
数
を
活
か
し
た
で
き
る
だ
げ
簡
単
な
景
気
循
環
モ
デ
ル
を
考
え
よ
う
。
ま
ず
経
済
全
体
で
の
需
給
一
致

条
件
と
し
て

　
　
　
　
ｋ
１
Ｉ
〇
十
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

こ
こ
で
ツ
は
総
供
給
、
ｏ
は
消
費
、
１
は
粗
投
資
で
あ
る
。
労
働
者
の
貯
蓄
を
無
視
し
、
資
本
家
は
基
礎
消
費
支
出
り
を
景
気
と
独

立
に
毎
期
榊
の
増
加
率
で
増
加
さ
せ
る
と
仮
定
す
れ
ぼ

　
　
　
　
０
１
１
完
考
十
“
　
　
　
　
～
…
９
＼
“
１
１
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

　
　
（
註
１
）

で
あ
る
。
こ
こ
で
ｗ
は
雇
用
量
で
功
り
、
Ｒ
は
実
質
賃
金
率
で
一
定
と
す
る
。
Ｒ
が
一
定
と
は
景
気
循
環
局
面
に
お
け
る
、
賃
金
価

格
関
係
の
変
化
を
無
視
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
次
に
、
生
産
技
術
の
条
件
と
し
て

　
　
　
　
暑
１
１
喜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
。
。
一

　
　
　
　
ｋ
１
Ｉ
亭
肉
　
　
　
　
ト
ｑ
ｌ
ｌ
－
吊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

と
す
る
。
４
は
労
働
生
産
性
の
逆
数
で
あ
り
一
定
と
す
れ
ば
、
Ｒ
ｌ
Ｉ
一
定
の
仮
定
よ
り
、
こ
の
モ
デ
ル
で
は
労
働
分
配
率
を
一
定
と

仮
定
し
た
こ
と
に
な
る
。
ｄ
は
資
本
係
数
の
逆
数
（
産
出
係
数
）
、
６
は
資
本
ス
ト
ヅ
ク
Ｋ
の
稼
動
率
で
あ
る
。
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
変

化
に
つ
い
て
は

　
　
　
景
気
循
環
の
形
態
に
関
す
る
比
較
動
学
的
分
析
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
（
　
二
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
（
　
二
八
）

　
　
　
　
肉
１
Ｉ
Ｈ
－
～
宍
　
　
　
　
、
１
１
－
浦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
閉
一

が
成
立
す
る
。
刃
は
設
備
の
廃
棄
率
で
あ
り
こ
れ
も
一
定
と
す
る
。
労
働
供
給
量
凡
は
一
定
率
れ
で
増
加
す
る
と
し
よ
う
。
す
た
わ

ち
　
　
　
　
メ
ー
ー
ミ
　
　
　
　
ミ
ー
１
１
浦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
９

　
最
後
に
投
資
函
数
で
あ
る
が
、
ま
ず
実
現
す
る
蓄
積
率
を
内
川
く
宍
と
す
る
。
資
本
家
の
意
図
す
る
（
望
ま
し
い
）
投
資
態
度
と

し
て
｝
胃
；
干
置
塩
型
投
資
函
数
を
考
え
れ
ば
、
資
本
家
の
意
図
し
た
蓄
積
率
を
筆
と
す
る
と

　
　
　
　
讐
１
ｌ
ｂ
（
助
－
戸
）
　
　
　
　
、
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

と
な
る
。
～
は
正
常
稼
動
率
で
一
定
と
す
る
。
次
に
完
全
雇
用
に
よ
一
っ
て
制
約
さ
れ
た
蓄
積
率
＆
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
経
済
が

完
全
雇
用
に
到
達
し
た
状
態
を
考
え
れ
ば
、
側
、
の
よ
り

　
　
　
　
≠
１
１
暑
辿
～
夷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
§

と
な
り
、
労
働
供
給
の
制
約
凧
に
よ
り
６
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ｃ
ｏ
，
ｏ
よ
り

　
　
　
　
（
Ｈ
Ｉ
完
、
）
ｋ
ｌ
ｌ
亭
十
Ｈ

　
　
　
　
吻
邑
１
ー
ギ
＼
肉
十
内
　
　
　
　
吻
…
Ｈ
ｌ
完
～
１
１
－
浦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
２
）

で
あ
る
が
、
完
全
雇
用
の
場
合
ゆ
の
６
は
側
に
よ
っ
て
先
決
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
ゆ
は
ｇ
の
決
定
式
と
な
る
。
す
た
わ
ち

　
　
　
　
祭
１
１
吻
＆
１
茅
＼
肉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

で
あ
る
。
完
全
雇
用
に
到
れ
ば
そ
れ
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
た
投
資
量
＆
に
甘
ん
じ
て
、
要
求
投
資
態
度
ｃ
つ
を
放
棄
す
る
と
い
う
天
井

に
関
し
て
弱
気
の
資
本
家
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。



ｇ

竈口

ｋ
よ
月

１

旨駄

こ

〃用
雇
え
全
替
完
切
不
の
と
資
用
投
雇
る
全
け
完
お

１図

　
こ
こ
で
完
全
展
用
と
不
完
全
雇
用
と
に
お
げ
る
投
資
函
数
の
切
替
え
の
問
題
を
検
討
し
て
お

く
。
経
済
的
意
味
を
み
や
す
く
す
る
た
め
に
定
差
系
で
考
え
、
現
Ｏ
時
点
で
完
全
雇
用
で
あ
り

内
ｏ
ｌ
Ｉ
箏
ｏ
〈
讐
ｏ
と
な
っ
て
い
る
と
し
よ
う
。
そ
こ
で
グ
に
関
し
て
、
讐
一
Ｖ
箏
、
で
あ
れ
ば
完
全

雇
用
に
制
約
さ
れ
る
状
態
が
持
続
し
、
内
一
１
１
撃
、
と
た
る
が
、
逆
な
ら
ば
望
ま
し
い
蓄
積
率
は

雇
用
の
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
内
一
１
１
讐
、
に
切
替
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を

徴
分
系
に
変
換
す
れ
ぽ
完
全
雇
用
状
態
に
お
い
て

前
肝
Ｖ
工
榊

と
な
る
。
以
上
よ
り
投
資
函
数
を
整
理
す
れ
ば
、

宅
く
メ
ｅ
尋

筆
Ｖ
◎
↓
内
１
１
筆

讐
く
◎
↓
内
１
－
◎

宅
Ｈ
≠
ｅ
尋

酎
〃
肘
↓
内
１
１
箏

　
－
　
　
　
　
　
　
讐

次
の
よ
う
に
、
な
る
。

ｅ
一

、

　
以
上
で
体
系
は
完
結
し
た
の
で
整
理
し
よ
う
。
ゆ
を
徴
分
し
て
旬
を
考
慮
す
れ
ば

　
　
　
　
邑
１
１
（
琴
ア
内
）
（
撃
－
内
）
十
～
　
　
穿
川
§
士
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
艮

と
な
る
。
完
全
雇
用
で
な
く
粗
投
資
Ｈ
Ｏ
で
も
た
い
状
態
を
ら
と
す
れ
ぱ
、
ら
は
ぐ
つ
と
回
よ
り
な
る
９
と
６
と
の
体
系
と
な
る
が
、

　
　
　
景
気
循
環
の
形
態
に
関
す
る
比
較
動
学
的
分
析
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
（
　
二
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
（
　
三
〇
）

計
算
の
便
宜
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暑
十
灼

　
　
　
　
宍
…
○
肉
＼
丙
１
１
竃
吻
－
灼
◎
Ｈ
～
１
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ｑ

と
変
数
変
換
す
れ
ば
＆
は

　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
べ
１
１
（
内
半
－
内
）
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
川
亭
＼
宍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
£

　
　
　
　
　
　
吋
』
一
羊
灼
－
呉
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

　
　
　
　
　
　
　
吻
ｑ

　
　
　
　
　
　
庫
ｒ
灼
ｖ
◎
一
暑
く
暑

と
た
る
。
次
に
完
全
雇
用
に
よ
っ
て
投
資
が
制
約
さ
れ
る
場
合
（
内
１
１
夢
）
を
ら
と
す
れ
ば
、
ゆ
、
↑
Ｏ
、
¢
◎
よ
り

　
　
　
　
　
　
メ
ー
－
暑
１
１
～
ｑ
軸
宍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

　
　
　
　
　
　
内
１
１
吻
＆
１
暑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
庫
「
筆
Ｖ
祭

と
な
る
。
最
後
に
粗
投
資
１
－
零
と
な
る
景
気
の
底
を
亀
と
す
れ
ぱ

で
あ
る
。

　
猶
、
後
の
議
論
の
関
係
で
、
景
気
循
環
論
に
お
げ
る
中
心
的
な
要
因
の
一
っ
で
あ
る
稼
動
率
６
を
明
示
的
に
含
ん
だ
体
系
も
検
討

し
て
お
く
。
そ
の
際
、
計
算
の
便
宜
上
変
数
を
均
衡
点
か
ら
の
乖
離
巾
で
示
し
て
お
く
。
す
な
わ
ち



　
　
　
　
ｋ
川
内
－
内
共

　
　
　
　
而
ア
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

と
お
げ
ば
、
＆
は

　
　
　
　
し
汀
Ｑ
ｌ
§
ー
テ
曽
　
ｂ
真
－
穿
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
肩
「
　
ｋ
ｖ
１
灼
さ
暑
く
考
り

と
な
る
。
島
、
亀
も
同
様
で
あ
る
。

　
　
（
注
１
）
　
な
の
経
済
的
意
味
付
げ
と
し
て
は
、
景
気
と
独
立
的
な
国
家
支
出
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
　
（
注
２
）
　
以
下
で
は
便
宜
上
８
を
貯
蓄
率
と
呼
ぶ
が
正
確
に
は
貯
蓄
率
と
は
吻
十
。
肉
＼
ｋ
で
あ
る
。

　
　
　
　
ｍ
　
景
気
循
環
の
運
動

　
こ
こ
で
ー
節
で
検
討
し
た
＆
、
ら
、
ら
に
よ
っ
て
決
ま
る
景
気
循
環
の
運
動
の
仕
方
を
分
析
す
る
。
そ
の
際
本
節
以
後
で
は
定
常

的
な
景
気
循
環
経
路
を
分
析
対
象
と
す
る
た
め
に
、

　
　
　
　
ポ
川
§
１
ー
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔓

を
仮
定
す
る
（
§
ヰ
ミ
の
場
合
は
Ｗ
の
７
－
で
扱
う
）
。

１
－
ま
ず
＆
に
。
お
げ
る
運
動
を
検
討
し
よ
う
。
＆
の
均
衡
点
は
｝
１
１
～
Ｈ
○
と
お
げ
ぼ
、
ｑ
笥
ぞ
陶
よ
り

　
　
　
　
内
１
１
内
さ
享
１
１
竃
戸
－
内
さ
助
１
１
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９

　
　
　
　
景
気
循
環
の
形
態
に
関
す
る
比
較
動
学
的
分
析
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
（
　
三
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
一
号
）

と
た
る
が
、
こ
こ
で
均
衡
状
態
の
存
在
を
想
定
す
る
た
め
に

　
　
　
　
琴
戸
Ｖ
筆
１
ー
ミ
十
、

を
仮
定
す
れ
ば
（
そ
う
で
な
い
場
合
は
皿
の
１
－
で
扱
う
）
、
北
、

安
定
性
を
検
討
し
よ
う
。

　
　
　
　
肖
…
暑
－
べ
さ
ｏ
川
内
－
祭

と
お
げ
ば
＆
は

三
二
（
　
三
二
）

ｇ
に
関
す
る
正
の
均
衡
値
が
唯
一
つ
存
在
す
る
。

冨

ま
ず
こ
の
均
衡
点
の

　
　
　
　
一
竿
一
ギ
引
一
一
竿
一
．
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃

と
二
次
元
非
線
型
微
分
方
程
式
系
と
た
る
の
で
次
の
定
理
（
占
部
〔
１
２
〕
、
定
理
３
・
５
，
４
２
ぺ
ー
ジ
）
を
用
い
る
。
鈎
の
二
次
項
を
句
（
べ
）

．
と
す
れ
ぱ

　
　
　
　
１
。
　
句
（
暑
）
は
連
続
で
あ
る
。
然
り
。

　
　
　
　
２
。
　
句
（
ｏ
）
１
１
◎
。
然
り
。

　
　
　
　
３
。
　
一
主
く
～
と
と
れ
ば

　
　
　
　
　
　
一
句
（
ぎ
）
１
句
（
ぶ
二
１
１
一
お
Ｐ
Ｉ
わ
Ｐ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
一
ト
ニ
ｏ
－
－
ｏ
二
十
一
〇
旧
＝
ト
ー
お
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
坐
ぎ
ー
ぶ
一

　
　
　
　
　
　
ゆ
え
に
～
１
１
。
・
と
と
れ
ば
３
◎
も
然
り
。



、
（
べ
）

は
条
件
１
◎
ぞ
３
。
を
満
足
す
る
の
で
鋤
の
一
次
項
か
ら
特
性
根
を
求
め
る
と

Ｏ＝

・
Ｘ

Ｘ
＊６ｄｓ

図相位の亀２図

柿
之
穴
、
ぎ
諸
も

　
　
　
具
℃
）
”
勺
　
　
べ
米

　
　
　
　
　
　
ｌ
ｂ
＼
胃
　
℃
－
℃
＼
名

　
　
　
　
　
　
～
　
ｂ
　
　
　
ｂ

　
　
　
　
　
ｌ
Ｉ
勺
－
１
℃
十
暑
￥
１

　
　
　
　
　
　
　
　
勿
ｑ
　
　
　
　
吻
ｑ

　
　
　
　
　
ｌ
Ｉ
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

と
な
り
、
特
性
根
の
実
部
は
共
に
正
と
な
る
か
ら
ら
の
均
衡
点
は
そ
の
均
傍
に
お
い
て
不
安
定

と
な
る
。
＆
の
位
相
図
を
図
２
で
示
す
。

　
２
－
次
に
完
全
雇
用
経
路
ら
の
運
動
を
検
討
し
よ
う
。
陶
、
０
ｄ
、
帥
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憂

で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
内
１
－
吻
＆
－
暑

　
　
　
　
　
十
斗
『
、
Ｙ
、
暑
　
千
享
一
ミ
ー
、
・
。
　
　
　
　
・

と
な
り
、
ら
に
お
い
て
先
と
ｇ
と
は
直
線
鯛
上
を
運
動
す
る
。
ま
ず
直
線
鯛
と
均
衡
点
と
の
位
置
関
係
を
み
る
。
均
衡
点
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
１
）

は
雇
用
面
か
ら
の
制
約
を
受
げ
な
い
（
す
な
わ
ち
失
業
者
が
存
在
す
る
）
と
仮
定
す
れ
ば
、
≠
Ｖ
暑
１
ー
ミ
宍
米
だ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
ぎ
茅
　
　
＊

　
　
　
　
琴
戸
１
１
－
十
祭
Ｖ
　
　
＋
内

　
　
　
　
　
　
　
丙
　
　
　
メ

と
な
る
。
そ
こ
で
直
線
鋤
の
傾
き
五
と
祭
＼
享
と
を
比
べ
れ
ば

　
　
　
景
気
循
環
の
形
態
に
関
す
る
比
較
動
学
的
分
析
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
（
　
三
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

　
　
　
　
汗
オ
ー
一
一
－
淋
Ｊ
一
汁
「
乳
炉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
琴
戸
－
祭
－
～
＆
も
塞
＼
＞
べ
ｏ
Ｖ
◎

と
な
る
の
で
、
完
全
雇
用
経
路
胸
は
均
衡
点
の
左
側
を
通
る
原
点
か
ら
の
直
線
と
な
る
（
図
３
参
照
）
。

欠
“ｇ

ｘ
＊６ｄｓ

辛ｘ

動運の＆路経用雇全完３図

よ
り
　
　
　
　
誉
一
｛
一
寸
・
灼
－
鼻
一
－
一
灼
・
－
薯

と
た
る
。
鯛
を
考
慮
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
、
（
灼
半
）
‘
１
＋
Ｈ
Ｉ
旨
戸
く
◎

　
　
　
　
　
　
　
ト

で
あ
る
。
完
全
雇
用
経
賂
と
～
Ｈ
戸
の
直
線
（
べ
十
内
１
１
蟹
戸
）
と
の
交
点
の
９
座
標
を
＆
と
す
れ
ば
、

　
　
　
　
、
（
蓼
）
Ｈ
◎
１
肝
１
Ｉ
Ｉ
灼
（
穿
－
撃
）
Ｖ
◎

（
　
三
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

　
更
に
ｑ
笥
、
ｑ
ｄ
、
的
よ
り

　
　
　
　
～
１
１
内
Ｈ
暑
１
１
内
共
－
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
弓

と
な
る
か
ら
、
内
Ｖ
零
の
時
９
は
直
接
鯛
上
を
＆
へ
収
束
す
る
。
そ
の
時
６
は
帥
よ
り
～
よ
り
小

さ
な
値
へ
収
束
す
る
。

　
そ
こ
で
ら
か
ら
ら
へ
の
切
替
え
を
検
討
す
る
。
帥
よ
り

　
　
　
　
、
（
内
）
１
１
筆
－
夢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旬
９
、

と
お
け
ば
、
完
全
雇
用
経
路
上
で
、
１
１
◎
と
さ
せ
る
灼
１
１
讐
が
切
替
点
で
あ
る
。
陶
、
的
、
ｅ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃



ラパと１９１表

－
タ
ー
メ

係関のと

　
　
　
　
．
．
．
讐
Ｖ
曽
Ｖ
票

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
（
図
３
参
照
）
。

お
く
。
胸
よ
り

　
　
　
　
＼
（
讐
ら
誉
申
戸
一
吻
）
１
－
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薯

こ
こ
で
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
が
＆
に
及
ぽ
す
効
果
を
検
討
し
て

と
お
げ
ば

　
　
　
　
“
、
箏
十
“
も
祭
十
■
～
ｂ
＋
さ
も
戸
十
ト
茅
１
１
◎

と
な
る
。
五
も
８
の
函
数
で
あ
る
点
に
留
意
す
れ
ぼ
簡
単
な
計
算
よ
り
表
１
の
結
果
を
得
る
。

　
鋤
の
正
根
は
＆
の
み
で
あ
る
か
ら
、
◎
〈
内
く
寧
の
ｇ
に
対
し
て
、
（
的
）
〈
◎
と
な
り
、
＆
で
＆
へ
切
替
れ
ば
ら
に
再
び
戻
る
こ
と

は
た
い
。
又
、
＆
で
運
動
し
て
い
る
際
に
灼
Ｖ
堕
に
お
い
て
直
線
胸
に
交
わ
れ
ぼ
（
完
全
展
用
に
到
れ
ば
）
、
、
（
内
）
Ｖ
◎
で
あ
る
か
ら

ら
に
切
替
る
。

　
３
－
景
気
の
底
＆
に
お
げ
る
運
動
は
、
内
１
－
◎
と
¢
旬
よ
り

ｇ

６

勘

＊６ｄｓ

ホ６ｄＳ

動運の＆底の気景４

　
　
　
　
べ
１
ー
サ
ー
１
穿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃

で
あ
る
か
ら
、
資
本
家
の
基
礎
消
費
の
増
加
と
設
備
の
廃
棄
と
に
よ
っ
て
稼
動
率
は
上
昇
す
る
。

底
に
お
げ
る
失
業
率
〃
は
、
閥
、
ｏ
旬
を
考
慮
す
れ
ば

　
　
　
　
ミ
…
メ
ー
暑
＼
メ
Ｈ
Ｈ
ー
も
亭
ミ
＞
べ

　
　
　
　
１
Ｉ
Ｈ
ｌ
～
。
Ｒ
＼
い
１
１
－
蔚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓼

　
　
　
　
　
　
　
　
≠

　
　
　
　
　
　
　
図
と
た
る
。
底
で
は
投
資
需
要
は
零
で
あ
る
の
で
総
需
要
は
資
本
家
の
基
礎
消
費
と
そ
れ
に
よ
っ
て
誘

景
気
循
環
の
彩
態
に
関
す
る
比
較
動
学
的
分
析
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
（
　
三
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
（
三
六
）

発
さ
れ
た
労
働
者
の
消
費
需
要
と
の
和
と
し
て
亭
＼
り
と
な
り
、
仮
定
に
よ
り
牡
は
凡
と
同
率
で
増
加
す
る
か
ら
失
業
率
は
常
に
一

定
と
な
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
体
系
＆
が
＆
に
切
替
る
の
は
、
陶
よ
り
昌
１
１
琴
ポ
す
な
わ
ち
～
１
１
戸
と
な
っ
た
時
で
あ
る
・

　
４
－
稼
動
率
６
の
体
系
ｙ
に
お
げ
る
運
動

　
我
々
の
モ
デ
ル
で
は
稼
動
率
６
は
投
資
態
度
の
基
準
と
な
り
、
更
に
仮
定
の
、
ゆ
よ
り
労
働
分
配
率
〃
は
一
定
と
な
る
か
ら
、
利

潤
率
ブ
は

　
　
　
　
・
１
１
（
〒
完
暑
）
＼
肉
Ｈ
（
Ｈ
Ｉ
、
）
＆
　
　
芯
川
完
暑
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
ゆ
ｓ

と
な
り
、
稼
動
率
の
運
動
は
利
潤
率
の
動
向
を
も
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
ふ
ま
え
て
町
、
町
、
町
を

整
理
す
れ
ば

　
　
　
　
、
…
内
－
内
さ
而
ア
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃

　
　
　
　
示
ギ
§
１
婁
夏
．
祭
Ｖ
一
　
　
　
鐵

　
　
　
　
ふ
“
汀
一
具
峯
ト
、
、
ｔ
、
　
　
｝

　
　
　
　
ぺ
り
ポ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛

と
な
る
。
無
論
、
安
定
性
、
制
約
、
切
替
な
ど
の
体
系
の
基
本
的
特
徴
は
＆
～
＆
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。



Ｃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

乍
」

■

メ！
升

し

！

／
！

し

！

■
■

」
・
■

“

ｙ

Ｂ
　
Ｃ

マ
　
　
・
　
　
　
－

ｄ

１

Ｓ／

■

ガ

「

！
「
！

■
■

／

Ａ

シ

～

二

－
，
１
－
１
１

●
７

・

＆
〃
島
の
位
相
図
を
検
討
し
よ
う
。

　
　
　
　
ｋ
１
１
◎
↓
～
１
１
◎

　
　
　
　
～
１
１
◎
↓
×
ｋ
Ｉ
吻
婁
－
吋
）
十
曽
１
１
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
－
ｏ
．
～
１
－
｝
（
、
１
ｋ
）
＼
も
１
壱
ｑ

仙
」
　
　
，
　
　
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
ｄ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
夙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図 ヲ

し

Ｏ
　
　
・
ｚ
仁
」
　
　
」
。
！
■
　
／
　
／

准

ｙ
　
Ｂ
、
　
「

ゆ
Ｃ
／
６
「

、
・
仁
／
Ａ
１
Ｉ
ｌ
１
ｌ

！

■

瓜
－

Ｏ
　
　
　
　
　
　
ｚ

Ｏ；
・
ｙ

合場のＢ＜帥〃采体イ
ツ６図

様
を
検
討
す
る
。
ポ
ず
斗
吊
婁
共
に
含
む
場
合
を
図
示
し
た
の
が
図
７
で
あ
る
・
均
衡
点
一
ぎ
灼
一
一

や
が
て
天
井
＆
か
底
亀
か
に
突
入
す
る
。
す
る
と
以
後
は
図
示
し
た
外
周
上
を
景
気
循
環
の
４
局
面
に
対
応
し
っ
っ
運
動
す
る
こ
と

に
な
る
。

　
　
無
論
運
動
経
路
が
常
に
ｑ
、
ら
、
鼻
を
共
に
含
む
訳
で
は
な
く
、
た
と
え
ぼ
亀
、
ら
だ
げ
で
完
全
雇
用
に
到
達
し
な
い
ヶ
－
ス

　
　
　
景
気
循
環
の
形
態
に
関
す
る
比
較
動
学
的
分
析
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
（
　
三
七
）

　
　
　
　
§

　
　
　
　
§

こ
れ
を
図
示
す
れ
ば
も
＼
竃

～
尉
に
応
じ
て
図
５
と
図
６

の
ケ
ー
ス
が
生
じ
る
。
＆
の

位
相
図
と
＆
、
島
と
の
位
置

関
係
、
運
動
経
路
は
図
の
よ

う
で
あ
る
。

　
５
－
全
体
的
運
動
経
路

　
以
上
の
ら
、
ら
、
＆
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
運
動
の
態

　
　
　
は
不
安
定
で
あ
り
、



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
一
号
）

ｘ

　
路
　
経
払
動
ｄ
運
バ
的
Ｓ
型

　
典
　
７
　
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
（
　
三
八
）

は
、
上
方
発
散
性
が
弱
く
、
下
方
発
散
性
が
強
く
、
天
井
が
高
い
（
６
が
大
）
よ
う
た
バ
ラ
メ
ー

タ
ー
の
組
合
わ
せ
の
場
合
に
生
じ
得
る
。
底
を
も
た
な
い
ｑ
、
ら
の
ケ
ー
ス
は
そ
の
逆
の
場
合
で

あ
り
、
両
者
の
中
間
点
に
＆
だ
げ
の
Ｈ
ぎ
岸
２
０
庁
を
描
く
場
合
も
存
在
し
う
る
。

　
　
（
注
１
）
冬
～
Ｖ
内
の
場
合
、
こ
の
仮
定
は
初
期
値
、
き
＼
ぎ
○
を
適
当
に
取
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
、
き

　
　
　
　
を
景
気
の
底
を
保
障
す
る
た
め
に
導
入
し
た
点
か
ら
し
て
経
済
的
意
味
上
の
問
題
は
生
じ
な
い
。

１
Ｖ

比
較
動
学
的
検
討

　
本
節
で
は
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
景
気
循
環
の
運
動
形
態
が
、
運
動
を
規
定
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
労
働
供
給
増
加
率
犯
、

設
備
廃
棄
率
２
、
　
「
貯
蓄
」
率
Ｓ
、
投
資
の
反
応
係
数
ガ
、
産
出
係
数
ｄ
、
標
準
操
業
度
払
、
資
本
家
の
基
礎
消
費
の
増
加
率
刎
な

ど
の
差
異
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
変
化
を
こ
う
む
る
か
を
検
討
す
る
。

　
１
－
　
均
衡
状
態
か
ら
の
発
散
性

　
既
に
み
た
よ
う
に
我
々
の
モ
デ
ル
の
均
衡
状
態
は
不
安
定
で
あ
る
が
、
不
安
定
性
の
程
度
す
た
わ
ち
均
衡
状
態
か
ら
の
発
散
度
は

ら
の
特
性
方
程
式
吻
の
実
部
の
最
大
正
根
伽
の
大
き
さ
に
依
存
し
て
決
ま
る
。
吻
よ
り
的
を
求
め
る
と

一
・
↓
甲
＼
一
伽
一
、
－
粂
一



らか
態
度
状
散
衡
発
均
の

２表

で
あ
る
か
ら
、
乃
が
大
き
い
程
、
稼
動
率
の
変
化
に
対
す
る
蓄
積
率
増
加
巾
が
増
加
す
る
の
で
発
散
度
は
強
ま
る
。

　
　
　
　
き
＼
」
内
１
ｌ
Ｈ
＼
亀

で
あ
る
か
ら
、
８
，
ｄ
が
大
き
い
程

う
。
極
端
に
仏
を
零
と
す
れ
ぼ
ｑ
は

　
　
　
　
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
示
、
、

　
　
　
　
↓
中
＼
＄
心
－
喜
「
迎
　
　
　
　
　
童

と
な
る
。
伽
の
実
部
と
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
の
関
係
は
表
２
で
示
す
。
こ
の
結
果
の
経
済
的
意

味
を
検
討
す
る
。
い
よ
り

　
　
　
　
」
ぎ
＼
き
１
１
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
功
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

「
投
資
乗
数
」
が
小
さ
く
な
り
、
発
散
度
は
弱
ま
る
。
次
に
べ
の
発
散
度
へ
の
効
果
を
考
え
よ

　
　
　
　
－
ｏ
．
　
ｋ
さ
１
ｌ
ｂ
＼
竃
１
１
？

と
な
り
、
発
散
度
は
既
に
検
討
済
の
月
、
８
，
ｄ
に
規
定
さ
れ
る
。
仰
が
零
か
ら
増
加
す
れ
ば
発
散
度
は
減
少
し
（
零
巴
｝
の
減
少
）
、

安
定
化
作
用
が
強
ま
る
。
と
は
い
え
不
安
定
性
自
体
を
打
消
す
訳
で
は
な
い
が
。
こ
う
な
る
経
済
的
理
由
は
、
仏
を
示
す
資
本
家
の

基
礎
消
費
な
は
仮
定
よ
り
独
立
需
要
で
あ
り
、
体
系
の
不
均
衡
化
要
因
で
あ
る
蓄
積
需
要
が
総
需
要
に
及
ぼ
す
作
用
を
い
わ
ぼ
減
殺

さ
せ
て
総
需
要
の
変
動
巾
を
縮
小
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
伽
自
体
は
幽
よ
り
３
，
ｄ
、
～
、
＆
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
例
え
ぱ
＆
が
ヨ

リ
大
き
い
と
総
需
要
の
中
で
不
安
定
的
要
因
と
し
て
の
蓄
積
需
要
の
比
重
が
高
ま
り
、
安
定
化
要
因
と
し
て
の
資
本
家
消
費
の
比
重

　
　
　
景
気
循
環
の
彩
態
に
関
す
る
比
較
動
学
的
分
析
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
（
　
三
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
（
　
四
〇
）

が
低
下
す
る
の
で
発
散
度
は
強
ま
る
の
で
あ
る
。

　
功
労
働
増
加
率
れ
と
設
備
廃
棄
率
刃
、
・
岨
＆
の
効
果
。

　
＆
が
循
環
運
動
の
形
態
に
及
ぼ
す
作
用
を
検
討
す
る
た
め
に
、
ま
ず
極
端
な
場
合
か
ら
始
め
よ
う
。

　
ｅ
灼
共
１
Ｖ
零
戸

　
我
々
は
こ
れ
ま
で
均
衡
状
態
（
霊
冒
ａ
の
保
証
成
長
経
路
一
霊
冒
ａ
〔
７
〕
、
北
野
〔
１
３
〕
）
の
安
定
性
を
検
討
す
る
た
め
に
倒
を
仮
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
ユ
）

し
て
き
た
が
、
碧
Ｖ
竃
戸
の
場
合
に
は
均
衡
点
が
存
在
せ
ず
、
雷
賢
８
ｑ
〔
べ
〕
で
は
Ｐ
Ｖ
ｏ
§
の
ヶ
ー
ス
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
場
合
を
図
示
し
た
図
８
か
ら
分
る
よ
う
に
、
こ
の
場
合
に
は
任
意
の
初
期
値
か
ら
出
発
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ｘ

」

し

ム
ｄ
ｓ

ｇ
　
　
　
　
敏

０

！

（
注
１
）

　
　
　
　
　
　
合
　
も
や
が
て
必
ず
完
全
雇
用
状
態
に
到
り
、
以
後
銚
に
収
束
し
て
し
ま
う
。
と
い
う
の
は
、
灼
１
１
筆

　
　
　
　
　
　
場

　
　
　
　
＊
　
の
　
　
に
お
い
て
は
軸
Ｖ
♀
で
あ
る
か
ら
ぎ
Ｖ
◎
、
他
方
絆
↓
十
◎
（
上
方
か
ら
駄
に
接
近
す
れ
ぱ
Ｉ
ｏ
・

　
　
　
　
　
　
払

　
　
　
　
　
　
×
逆
は
逆
一
で
あ
畠
の
誉
一
一
Ｖ
・
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
経
済
的
意
味
は
、
碧
１
Ｖ
鼻
だ
か

　
　
　
　
　
　
玖
　
ら
８
が
荻
に
接
近
す
れ
ば
財
市
努
で
は
必
ず
超
過
需
要
と
な
り
・
過
度
稼
動
～
Ｖ
戸
と
な
ら
ざ
る

　
　
　
　
　
　
８

　
　
　
　
　
　
図
　
　
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
意
図
し
た
蓄
積
率
＆
が
完
全
雇
用
に
制
約
さ
れ
て
満
さ
れ
た
い
ま
ま
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
雇
用
状
態
を
持
続
さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
我
々
の
モ
デ
ル
で
は
基
礎
消
費
ギ
Ｖ
◎
を
考
え
、
ゆ
よ
り
こ
れ
を
ｓ
に
含
ま
せ
て
い
な
い
か
ら
、
撃
１
１
冬
～
の
場
合
も
Ｐ
Ｖ
Ｐ

の
ヶ
ー
ス
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
又
、
串
弩
『
ａ
の
○
§
Ｑ
§
と
我
々
の
モ
デ
ル
を
比
較
す
る
場
合
注
意
す
べ
き
点
は
、
曽
胃
；
ｐ

の
～
と
は
労
働
供
給
条
件
に
制
約
さ
れ
た
下
で
潜
在
的
に
達
成
可
能
な
最
大
成
長
率
で
あ
る
の
に
対
し
、
｝
胃
『
ａ
の
軋
は
需
給
条
件

や
設
備
の
稼
動
率
に
よ
っ
て
観
定
さ
れ
た
成
長
率
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
我
々
の
モ
デ
ル
で
の
荻
は
第
一
義
的
に
は
似
よ
り
§
十
＼

で
あ
り
｝
弩
、
◎
ｐ
の
～
に
対
応
す
る
。
体
系
を
定
常
化
さ
せ
る
た
め
§
１
ー
ミ
を
仮
定
す
る
結
果
駄
が
｝
に
も
対
応
す
る
こ
と
に
な
る



　
　
　
　
の
で
あ
る
。

　
結
論
的
に
は
、
銚
が
零
戸
に
比
し
て
相
対
的
に
高
い
（
雲
ｖ
蟹
戸
）
場
合
に
は
、
均
衡
状
態
は
存
在
せ
ず
、
任
意
の
初
期
値
か
ら

出
発
し
て
も
必
ず
完
全
雇
用
に
突
入
し
、
慢
性
的
た
超
過
需
要
状
態
が
継
続
さ
れ
る
。

　
　
　
　
◎
　
内
共
１
ー
ミ
十
、
１
１
◎

　
今
度
は
逆
の
極
端
な
場
合
で
労
働
供
給
一
定
、
設
備
の
廃
棄
は
な
い
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
そ
の
際
、
仮
定
よ
り
§
１
ー
ミ
ー
ｌ
ｏ
、
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ち
資
本
家
の
基
礎
消
費
も
一
定
と
た
る
。
こ
の
場
合
の
運
動
は
図
９
で
示
す
。
均
衡
点
（
竃
～
ざ
◎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ｘ

げ
ｂ

ホ６ｄＳ

＊６ｏＳ

ｇ

．
Ｏ

ｘ

紗

＊８ｄｓ

合場の〇
一
一＊ｇ９図

へ
〇

一
果

タ
効
ク
の

べ
　
＊

動
ｇ
運
の

１
０図

景
気
循
環
の
形
態
に
関
す
る
比
較
動
学
的
分
析
（
北
野
）

は
不
安
定
で
あ
り
、
任
意
の
初
期
値
か
ら
出
発
し
て
も
体
系
は
や
が
て
必
ず
粗
投
資
１
１
零
の
景
気

の
底
に
突
入
し
、
突
入
し
た
点
で
停
止
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
は
一
定
額
の
資
本
家
の
基
礎
消
費

を
最
終
需
要
と
す
る
単
純
再
生
産
、
す
な
わ
ち
「
強
い
ら
れ
た
単
純
再
生
産
」
（
置
塩
〔
１
４
〕
第
３
章
）

に
落
込
み
、
設
備
の
廃
棄
や
磨
損
を
無
視
し
て
い
る
か
ら
新
投
資
１
１
零
の
ま
ま
停
止
す
る
。

　
◎
　
◎
〈
票
く
零
戸
．

　
＆
が
十
分
高
い
¢
の
ケ
ー
ス
で
は
慢
性
的
好
況
と
な
り
、
＆
が
零
の
場
合
に
は
慢
性
的
停
滞
と

な
っ
た
。
こ
こ
で
は
＆
が
両
者
の
中
問
の
範
囲
内
に
あ
り
、
そ
こ
で
よ
り
高
い
場
合
の
効
果
を
検

討
す
る
。

　
ま
ず
べ
１
灼
平
面
上
の
点
（
ぎ
内
）
に
お
げ
る
運
動
ベ
ク
タ
ー
ｅ
（
ぎ
灼
）
に
及
ぼ
す
駄
の
効

果
は
、
岬
、
蝸
を
考
慮
す
れ
ぼ
図
１
０
の
よ
う
に
な
る
。
＆
が
よ
り
高
げ
れ
ば
均
衡
点
と
｝
１
－
◎
の

直
線
内
１
１
祭
が
上
方
ヘ
シ
フ
ト
す
る
。
ｏ
の
運
動
に
っ
い
て
、
べ
Ｖ
◎
の
場
合
増
加
速
度
は
加
速

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
四
一
（
　
四
一
）



　
　
　
立
命
館
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四
二
（
　
四
二
）

さ
れ
、
べ
く
◎
の
場
合
は
減
少
速
度
が
小
さ
く
な
る
。
す
な
わ
ち
ｑ
載
よ
り
稼
動
率
に
増
加
傾
向
を
も
た
せ
る
の
で
あ
る
、
こ
れ
は
各
点

に
お
い
て
基
礎
消
費
牡
の
増
加
率
が
高
ま
る
（
仰
の
増
加
の
場
合
）
、
あ
る
い
は
投
資
の
廃
棄
率
刃
が
高
ま
る
こ
と
に
帰
因
し
て
い
る
。

　
次
に
、
＆
、
ら
、
ユ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
典
型
的
た
運
動
経
路
（
図
８
参
照
）
に
及
ぽ
す
＆
の
効
果
を
検
討
し
よ
う
。
図
１
２
に
お

い
て
、
＆
↓
ら
↓
ら
↓
ら
↓
＆
の
各
局
面
の
切
替
点
を
片
、
島
、
具
、
貝
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
１
　
　
２

ｘ

）似鮒

増＆ので

菰

１ｐｕ図

加

Ｘ

’’

／
一・’

〃
　
　
一

Ｒ
　
　
一
・

１Ｐ

－

Ｒ
一
・

ｇ

（
“
（
酔

＆

果効の加増
１
２図

後
仮
に
元
の
経
路
に
戻
っ
た
と
し
て
も
図
ｎ
よ
り
再
び
外
側
へ
出
ざ
る
を
得
ず
、

の
外
側
を
通
る
。
〃
の
運
動
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
ｇ
の
同
一
値
で
比
較
す
れ
ぱ
、

で
運
動
ス
ピ
ー
ド
は
好
況
期
全
般
に
渡
っ
て
早
ま
る
。
た
だ
片
易
の
距
離
も
長
く
た
る
の
で
好
況
期
の
経
過
時
問
が
短
縮
す
る
か
ど

う
か
は
不
明
で
あ
る
。
更
に
＆
が
大
き
い
程
経
路
が
外
側
を
通
る
し
、
上
方
か
ら
下
方
へ
の
ら
内
反
転
の
領
域
は
狭
ま
り
、
完
全
雇

用
の
天
井
へ
よ
り
衝
突
し
や
す
く
な
る
、
す
た
わ
ち
発
散
性
は
強
ま
る
。

　
完
全
雇
用
到
達
点
ち
は
上
方
へ
移
動
し
、
従
っ
て
そ
の
時
の
ｇ
は
よ
り
高
く
な
り
、
又
ｑ
勾
よ
り
島
に
お
げ
る
稼
動
率
も
、
貝
易
の

好
況
過
程
に
お
げ
る
最
高
の
稼
動
率
水
準
も
共
に
よ
り
高
く
な
る
（
両
者
が
同
一
と
は
か
ぎ
ら
な
い
）
。

　
け
ｐ
ｐ
ま
ず
貝
近
傍
で
の
ｏ
に
っ
い
て
、
＆
が
大
き
い
程
ｅ
（
加
）

の
運
動
速
度
は
北
軸
方
向
で
増
加
す
る
。
｛
に
お
い
て
片
近
傍
の
任

意
の
点
に
お
け
る
ｏ
の
運
動
方
向
は
右
側
（
外
側
）
に
出
る
（
図
ｕ
参

照
）
。
従
っ
て
貝
の
近
傍
に
お
い
て
＆
が
高
い
程
運
動
経
路
は
外
側

に
出
ざ
る
を
得
な
い
（
内
側
に
あ
る
と
す
れ
ぱ
只
“
）
の
運
動
と
矛
盾
を

き
た
す
し
、
同
じ
経
路
上
だ
と
す
れ
ば
以
後
は
外
側
に
な
る
か
ら
）
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
よ
っ
て
片
ち
の
経
路
は
図
１
２
の
よ
う
に
元
の
経
路

　
　
　
　
　
　
　
外
側
経
路
の
方
が
北
従
っ
て
６
が
よ
り
大
き
い
の



　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
好
況
過
程
に
お
い
て
み
が
よ
り
高
い
場
合
に
は
、
好
況
過
程
の
発
散
性
は
強
ま
り
、
自
律
反
転
し
に
く
く

な
る
。
好
況
期
に
お
げ
る
蓄
積
率
の
運
動
ス
ピ
ー
ド
は
早
ま
り
、
蓄
積
率
、
稼
動
率
共
に
最
高
値
は
高
ま
る
。

　
仁
↓
易
具
　
＆
が
よ
り
高
げ
れ
ぼ
易
も
よ
り
高
く
な
る
が
、
表
１
よ
り
ら
か
ら
＆
へ
の
切
替
点
貝
も
よ
り
高
く
な
る
。
従
っ
て
易
貝

の
経
路
が
上
方
ヘ
シ
フ
ト
し
た
こ
と
に
な
り
、
完
全
雇
用
状
態
に
お
い
て
讐
～
が
取
る
値
の
範
囲
は
よ
り
大
き
く
な
る
。

　
側
具
貝
。
貝
ち
と
同
じ
論
法
に
よ
っ
て
図
１
３
に
示
す
よ
う
に
、
＆
が
よ
り
高
い
場
合
易
貝
は
若
側
に
シ
フ
ト
し
、
従
っ
て
下
方
過

程
に
お
け
る
稼
動
率
６
の
水
準
は
底
へ
の
到
達
点
貝
と
最
低
値
を
も
含
め
て
よ
り
高
く
な
る
。
＾
貝
の
経
過
時
問
に
つ
い
て
は
、
＆

が
よ
り
高
い
方
が
、
胸
よ
り
ｇ
の
各
点
に
っ
い
て
北
は
よ
り
大
き
く
な
り
・
ｇ
の
減
少
ス
ピ
ー
ド
は
緩
和
さ
れ
、
加
え
て
ｇ
の
運
動

距
離
（
ｇ
軸
で
み
て
）
は
長
く
な
る
の
で
経
過
時
間
は
長
く
な
る
。
す
な
わ
ち
＆
が
高
い
程
、
浅
い
下
方
過
程
が
緩
慢
に
続
く
。
以
上

ま
と
め
る
と
、
不
況
過
程
に
お
い
て
、
み
が
高
い
程
不
均
衡
の
発
散
性
は
弱
ま
り
自
律
反
転
し
や
す
く
な
る
。
稼
動
率
は
全
般
的
に

高
ま
り
最
底
稼
動
率
は
高
ま
り
、
蓄
積
率
の
下
落
ス
ピ
ー
ド
は
弱
ま
り
、
そ
の
分
だ
け
不
況
の
経
過
期
間
は
伸
び
る
。

　
に
の
貝
貝
　
＆
が
高
い
程
貝
の
北
座
標
は
大
き
く
な
る
の
で
景
気
循
環
全
般
に
お
け
る
最
低
稼
動
率
は
高
ま
り
、
貝
貝
の
距
離
は
短

縮
さ
れ
、
更
に
陶
よ
り
〃
の
運
動
ス
ピ
ー
ド
（
～
１
１
～
１
１
零
）
は
早
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
景
気
循
環
に
お
げ
る
最
低
稼
動
率
は
高
ま
り
、

底
に
お
げ
る
稼
動
率
の
回
復
ス
ピ
ー
ド
も
強
ま
り
、
底
の
経
過
時
問
は
短
縮
す
る
。

　
３
－
貯
蓄
率
８
の
効
果

　
＆
と
琴
戸
と
の
大
小
関
係
か
ら
す
れ
ば
ｓ
が
よ
り
高
い
と
は
＆
が
よ
り
低
い
こ
と
と
同
値
で
あ
る
か
ら
、
ｓ
が
十
分
小
さ
く
・

１
－
の
¢
筆
Ｖ
り
ｑ
戸
と
な
れ
ば
慢
性
的
好
況
局
面
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
竃
戸
Ｖ
簑
の
場
合
に
お
げ
る
３
の
効
果
を
検

討
し
よ
う
。

　
　
　
景
気
循
環
の
形
態
に
関
す
る
比
較
動
学
的
分
析
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
（
　
四
三
）
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合場のＢ＜
＆
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１
４図

　
四
四
（
　
四
四
）

ｓ
の
効
果
は
＆
に
比
し
て
複
雑
で
あ

り
、
ら
〃
＆
の
暑
－
内
体
系
で
の
分

析
は
困
難
で
あ
る
の
で
、
稼
動
率
表

示
の
均
衝
か
ら
の
乖
差
体
系
で
あ
る

〃
　
　
　
　
　
　
　
■

ｑ
～
鼻
の
ｋ
ｌ
～
体
系
で
分
析
す

る
。　

ま
ず
ｓ
の
運
動
ベ
ク
ト
ル
〃
へ
の

作
用
を
検
討
す
る
。
図
１
３
で
は
、

ｂ
＼
貫
Ｖ
昂
の
場
合
に
貯
蓄
率
が
増
加

す
れ
ぱ
〃
の
運
動
領
域
が
ど
う
変
化

す
る
か
を
示
し
て
い
る
。
好
況
局
面
で
は
、
８
が
高
い
程
、
蓄
積
率
が
増
加
し
て
い
る
好
況
途
中
か
ら
稼
動
率
が
低
下
す
る
領
域
が

広
が
る
。
不
況
局
面
で
は
逆
に
蓄
積
率
が
低
下
し
て
い
る
の
に
稼
動
率
が
増
加
す
る
領
域
が
広
が
る
。
完
全
雇
用
経
路
は
上
方
に
シ

フ
ト
し
、
同
一
の
稼
動
率
水
準
の
下
で
雇
用
制
約
を
受
げ
な
い
蓄
積
率
の
水
準
は
高
ま
る
。

　
図
１
４
で
は
、
ｂ
＼
零
く
饒
の
場
合
に
貯
蓄
率
が
よ
り
高
げ
れ
ば
ｏ
の
運
動
方
向
が
ど
う
変
化
す
る
か
を
示
す
。
図
中
の
ぶ
１
１
◎
の

曲
線
は
、
ｙ
の
¢
ｏ
式
か
ら

　
　
　
　
～
り
｛
１
｛
ｋ
（
｝
十
内
半
）
十
ｂ
Ｎ
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
命
里

　
　
．
．
．
壮
”
◎
↓
鳶
１
－
ｌ
ｋ
（
ｋ
＋
祭
）
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よ
り
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
図
１
４
よ
り
８
の
ｏ
へ
の
効
果
は
複
雑
で
あ
る
が
、
こ
の
原
因
は
、
既
に
Ｖ
の
１
－
で
み
た
よ
う
に
次
の

二
っ
の
作
用
が
働
ら
く
か
ら
で
あ
る
。
貯
蓄
率
が
よ
り
高
け
れ
ば
、
第
一
に
侮
ｏ
よ
り
投
資
乗
数
が
よ
り
小
さ
く
、
蓄
積
率
の
変
化
が

稼
動
率
の
変
化
に
及
ぼ
す
作
用
を
減
少
さ
せ
る
。
第
二
に
伽
の
比
重
を
高
め
、
総
需
要
の
中
で
独
立
的
に
増
加
す
る
需
要
部
分
の
比

重
が
高
ま
る
。
こ
の
両
作
用
の
合
成
結
果
と
Ｌ
て
図
苗
に
お
げ
る
領
域
１
ぞ
Ｖ
の
よ
う
な
２
の
運
動
方
向
へ
の
多
様
な
効
果
が
生
じ

る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
領
域
１
，
ｗ
で
は
、
乗
数
効
果
の
作
用
力
が
支
配
的
で
あ
り
、
蓄
積
率
の
増
加
（
減
少
）
に
よ
る
稼

動
率
の
増
加
（
減
少
）
巾
は
縮
小
し
て
い
る
。
所
が
領
域
皿
、
皿
で
こ
の
効
果
が
逆
転
し
て
い
る
理
由
は
、
蓄
積
率
と
い
う
不
安
定

項
よ
り
も
基
礎
消
費
と
い
う
安
定
項
の
作
用
力
が
大
き
い
こ
と
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
３
の
増
加
に
よ
っ
て
仏
が
増
加
す
れ
ば
、
ｎ

・
皿
に
お
げ
る
蓄
積
率
に
比
し
て
需
要
増
加
率
の
低
い
安
定
項
の
比
重
が
高
ま
り
、
そ
の
結
果
安
定
項
に
よ
る
稼
動
率
引
下
げ
へ
の

Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｚ

合場のＢ＜附〃見
効の加増率蓄貯

１
５図

景
気
循
環
の
形
態
に
関
す
る
比
較
動
学
的
分
析
（
北
野
）

作
用
力
が
強
ま
り
乗
数
効
果
を
凌
駕
す
る
の
で
あ
る
。
領
域
Ｖ
・
Ｍ
で
は
ｎ
・
皿

と
正
反
対
で
あ
り
、
不
安
定
項
よ
り
増
加
率
の
高
い
安
定
項
の
作
用
力
が
強
ま
り

稼
動
率
の
増
加
巾
は
増
加
す
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
典
型
的
な
運
動
経
路
に
対
す
る
貯
蓄
率
増
加
の
効
果
を
検
討
す
る
。
ま
ず

）
（
９
１
穿
）
か
ら
出
発
す
る
場
合
を
考
え
る
。
図
ｕ
の
幽
の
場
合
と
同
じ
論
法

に
よ
っ
て
、
片
の
近
傍
に
お
い
て
貯
蓄
率
が
よ
り
高
げ
れ
ば
運
動
経
路
は
よ
り
内

側
と
た
り
、
稼
動
率
は
よ
り
低
く
な
る
。
と
こ
ろ
で
数
学
注
１
よ
り
、
１
穿
く
ｋ
〈

１
穿
＼
Ｎ
に
於
て
貝
を
出
発
し
た
ｏ
は
必
ず
｛
〈
◎
の
領
域
を
通
る
こ
と
が
わ
か

る
の
で
、
３
が
よ
り
大
き
い
と
巧
の
近
傍
以
後
で
も
必
ず
元
の
経
路
の
内
側
を
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
（
四
五
）

、
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切
効
の
の

＆
へ↓
点

ら
替
果

３表

れ
ば
、
稼
動
率
は
よ
り
低
く
、

し
い
好
況
過
程
と
な
る
。

　
次
に
易
島
に
つ
い
て
、
貯
蓄
率
が
よ
り
高
げ
れ
ば
最
高
蓄
積
率
は
よ
り
高
く
た
り
う
る
。
ｂ
＼
零
く
吋
で
あ
れ
ば
易
の
稼
動
率
は
必

ず
低
下
す
る
。
貯
蓄
率
が
高
ま
れ
ば
ら
か
ら
ら
へ
の
切
替
点
貝
の
２
は
低
下
し
ツ
は
高
ま
る
（
表
３
と
数
学
注
２
を
参
照
の
こ
と
）
。
従

っ
て
ｂ
＼
零
く
饒
で
あ
れ
ば
完
全
雇
用
経
路
上
に
お
げ
る
稼
動
率
の
範
囲
は
下
方
ヘ
シ
フ
ト
す
る
。
具
貝
に
っ
い
て
は
当
初
同
じ
蓄

積
率
の
下
に
お
げ
る
稼
動
率
は
貯
蓄
率
の
高
い
経
路
の
方
が
低
い
が
、
そ
の
後
そ
の
経
路
が
元
の
経
路
に
。
追
付
げ
ば
追
い
こ
す
こ
と

に
な
る
。
こ
う
な
る
理
由
は
、
下
方
過
程
で
は
貯
蓄
率
が
高
い
方
が
乗
数
は
小
さ
く
、
更
に
伽
の
シ
ェ
ア
ー
の
高
い
こ
と
に
よ
る
安

定
化
作
用
に
よ
っ
て
下
方
不
均
衡
が
緩
和
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
下
方
へ
の
不
均
衡
過
程
に
っ
い
て
も
貯
蓄
率
が
高
い
方

が
運
動
の
発
散
性
を
弱
め
る
の
で
あ
る
。

　
底
で
の
｝
１
～
の
運
動
は
町
の
岬
、
蝸
よ
り
貯
蓄
率
か
ら
独
立
と
な
る
。
底
に
お
げ
る
失
業
率
は
鮒
よ
り
貯
蓄
率
が
高
げ
れ
ば
よ

り
大
き
く
な
る
。
独
立
的
に
増
加
す
る
最
終
消
費
～
の
「
乗
数
」
が
貯
蓄
率
が
大
き
い
程
小
さ
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
４
－
投
資
の
反
応
係
数
ガ
の
効
果

　
８
の
場
合
と
同
様
に
ｋ
－
～
体
系
に
よ
っ
て
、
ま
ず
運
動
ベ
ク
ト
ル
ひ
へ
の
ガ
の
効
果
を
検
討
し
よ
う
。
ｏ
の
方
向
角
を
０
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
（
　
四
六
）

　
　
る
こ
と
に
た
る
。
従
っ
て
同
じ
蓄
積
率
に
対
応
す
る
稼
動
率
は
よ
り
低
く
、
最
大
稼
動
率
も
低

　
　
く
な
り
、
蓄
積
率
の
増
加
速
度
も
低
下
す
る
。
８
の
増
加
に
よ
り
“
〈
◎
の
領
域
は
拡
大
し
、

　
　
か
つ
運
動
経
路
は
内
側
に
な
る
か
ら
運
動
の
発
散
性
は
弱
め
ら
れ
る
。
以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、

　
　
貯
蓄
率
が
よ
り
大
き
い
場
合
の
方
が
好
況
局
面
に
お
い
て
、
同
一
の
蓄
積
率
の
も
と
で
比
較
す

蓄
積
率
の
運
動
ス
ピ
ー
ド
も
よ
り
緩
慢
と
な
り
、
運
動
の
発
散
性
は
弱
ま
る
な
ど
総
じ
て
よ
り
弱
々



れ
ぼ
町
の
ｅ
動
、
¢
ｏ
よ
り

　
　
　
　
訂
づ
ｏ
ｌ
Ｉ
零
ｂ
Ｎ
ミ
（
ｋ
Ｉ
冒
～
１
ｂ
）
十
、
～

　
　
　
　
　
　
当
＼
了
叶
了
§
－
三

と
な
る
か
ら
、

　
　
　
　
、
寵
。
－
・
・
王
小
Ｑ
－
§
－
三

と
な
る
。

と
こ
ろ
で
ｋ
ｌ
Ｉ
零
～
十
ｂ

ｋ
Ｉ
旨
～
－
尉
く
◎

　
　
　
　
Ｚ

の
直
線
は
我
々
の
関
心
領
域
で
は
完
全
雇
用
経
路
鋤
よ
り
ほ
ぼ
上
に
あ
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
考
え
て
よ
い
（
図
１
７
）
。

　
　
／
！
！
　
　
ｑ

ノ

！
　
Ｂ
／
化
〆
　
　
！
！
　
　
　
！
！
　
　
　
！
一
〇
　
　
　
　
ホ
；
　
イ

４
シ
ー
，
ｌ
１

リ
！
１
１

果効の９のへ
ｙ

ひ１
６図

Ｚ

景
気
循
環
の
形
態
に
関
す
る
比
較
動
学
的
分
析
（
北
野
）

果効の９のへ路経的型典
１
７図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
点
を
考

慮
し
て
ガ
の
＆
へ
の
効
果
を
図
示
す
れ

ぼ
図
１
６
と
た
る
。
ガ
が
よ
り
大
き
げ
れ

ぼ
、
ｏ
の
絶
対
値
は
よ
り
大
き
い
に
留

ま
ら
ず
、
ド
～
共
に
そ
の
変
化
巾
は
増

加
す
る
。
す
な
わ
ち
運
動
ス
ピ
ー
ド
が

蓄
積
率
も
稼
動
率
も
共
に
増
加
す
る
。

○
の
方
向
角
は
ｋ
〈
◎
な
ら
左
側
に
シ
フ
、

ト
し
、
ｋ
〈
○
な
ら
右
側
に
シ
フ
ト
す
る
。

　
　
四
七
（
四
七
）



　
　
　
立
命
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済
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四
八
（
　
四
八
）

　
次
に
典
型
的
経
賂
へ
の
ガ
の
効
果
を
み
よ
う
。
ま
ず
好
況
局
面
片
易
に
つ
い
て
。
貝
か
ら
出
発
当
初
は
元
の
経
路
の
内
側
を
よ
り

速
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
む
。
灼
Ｖ
筆
と
な
れ
ば
、
元
の
経
路
に
追
い
っ
げ
ば
追
越
し
稼
動
率
・
蓄
積
率
の
最
大
値
は
共
に
大
き
く
な
る
。

追
い
越
さ
な
い
場
合
は
最
大
蓄
積
率
・
稼
動
率
が
よ
り
低
い
も
と
で
完
全
雇
用
へ
の
到
達
時
問
は
よ
り
短
縮
さ
れ
る
。
ガ
が
大
き
い

程
２
の
反
転
領
域
は
縮
小
す
る
の
で
発
散
度
は
強
ま
る
。
易
貝
に
っ
い
て
、
ガ
が
大
き
い
程
蓄
積
率
、
稼
動
率
が
よ
り
高
い
値
の
時

に
完
全
雇
用
状
態
か
ら
離
れ
る
。
島
貝
の
運
動
速
度
も
速
ま
る
。
更
に
～
〈
◎
の
領
域
は
広
が
り
下
方
へ
の
発
散
性
も
強
ま
る
。

Ｚ

　
７
－
－
１
．
ー
い
”
－

戸
臥
．

ｙ
ｄ
Ｓ
／
〃

Ｂ
６
　
　
４

Ｚ

果効のみ
１
８図

　
７
－
資
本
家
の
基
礎
消
費
牡
の
増
加
率
Ｈ
§
オ
ミ

　
以
上
で
は
定
常
的
な
景
気
循
環
経
路
を
分
析
す
る
た
め
に
的
の
§
１
ー
ミ
を
仮
定
し
て
き
た
が
、
こ
の
仮
定
を
は
ず
し
、
ま
ず
§
〈
ミ

の
場
合
を
み
ょ
う
。

、
に
お
い
て
は
均
衡
点
が
碧
１
１
§
十
～
と
な
る
以
外
に
運
動
の
変
化
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
が
妥
当
す
る
。
上
方
不
均
衡
過

　
５
－
標
準
操
業
度
～
の
効
果

　
均
衡
値
か
ら
の
乖
差
体
系
で
あ
る
ｋ
－
～
体
系
で
は
、
～
の
変
化
は
仏
の
変
化
と
し
て
し

か
表
わ
れ
ず
、
従
っ
て
３
－
で
検
討
し
た
３
の
効
果
の
う
ち
一
定
率
で
増
加
す
る
基
礎
消
費
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

比
重
が
増
す
こ
と
に
よ
る
効
果
が
～
の
変
化
の
結
果
と
し
て
現
わ
れ
る
（
図
１
８
参
照
）
。
～
が

増
加
す
れ
ば
上
下
の
発
散
性
は
弱
ま
る
。
運
動
経
路
は
一
義
的
に
は
確
定
し
な
い
。

　
６
－
産
出
係
数
ｄ
の
効
果

　
ｄ
の
効
果
は
、
＆
～
鼻
を
み
れ
ぼ
分
か
る
よ
う
に
、
天
井
の
上
方
シ
フ
ト
と
底
で
の
失
業

率
の
効
果
を
除
げ
ぽ
す
べ
て
８
の
効
果
と
同
一
で
あ
る
。

　
　
　
　
の
場
合
。



ｇ
●

程
が
完
全
雇
用
へ
突
入
し
た
と
す
れ
ぼ
、

　
　
　
叩
來
串
－
÷

１
１
肉
ふ

ｘ

阜
Ｖ
◎

強の畦散発方上つか〃
合

＜
場
刎
　
い

１
９図

ら
に
お
い
て
は
的
よ
り

ｘ

欧

ホＳ

散発方上
合
つ
場

か
い
れ
弱

＜
の
刎
性

２
０図

ｇ

よ

馳

合場の
れ
＞刎

２
１図

　
　
　
重

と
な
る
か
ら
完
全
雇
用
経

路
が
上
方
ヘ
シ
フ
ト
し
て

ゆ
く
。
上
方
へ
の
発
散
性

が
十
分
に
強
い
場
合
は
図

１
９
に
示
す
よ
う
に
好
況
期

の
蓄
積
率
の
最
高
値
は
毎

回
上
昇
し
て
ゆ
き
、
不
況

過
程
は
毎
回
左
側
ヘ
シ
フ

ト
し
て
ゆ
き
、
最
低
稼
動
率
は
下
落
し
、
失
業
率
は
増
加
し
て
ゆ
く
、
上
方
へ
の
発
散
性
が
弱
い
場
合
に
は
図
２
０
で
示
す
よ
う
に
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
２
）

全
雇
用
経
路
に
突
入
す
る
こ
と
も
な
く
な
り
、
８
と
Ｓ
と
の
自
律
的
運
動
を
繰
返
し
、
失
業
率
は
単
純
に
１
に
収
束
し
て
ゆ
く
。

　
次
に
§
Ｖ
ミ
の
場
合
を
考
え
よ
う
。
今
度
は
尊
く
◎
で
あ
る
か
ら
天
井
は
下
方
ヘ
シ
フ
ト
し
て
ゆ
き
、
循
環
毎
に
底
は
浅
く
な

る
。
あ
る
時
点
以
後
は
鰯
よ
り
＼
（
碧
）
Ｖ
◎
と
な
り
か
つ
＼
（
祭
）
は
◎
。
に
発
散
し
て
ゆ
く
の
で
完
全
雇
用
経
路
へ
留
ま
っ
た
ま
ま
と

た
る
。
こ
の
場
合
、
得
ヵ
は

　
　
　
景
気
循
環
の
形
態
に
関
す
る
比
較
動
学
的
分
析
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
（
　
四
九
）
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五
〇
（
　
五
〇
）

　
　
　
　
甲
干
工
了
坤
↓

　
　
　
　
一
了
坤
千
。

　
　
　
　
～
１
１
祭
－
灼

と
な
る
の
で
、
稼
動
率
は
増
加
し
な
が
ら
蓄
積
率
は
低
下
し
て
ゆ
き
、
内
１
１
◎
で
体
系
は
崩
壌
す
る
。

　
　
注
２
　
資
本
制
の
特
徴
か
ら
、
資
本
家
の
個
人
消
費
支
出
の
増
加
率
は
ハ
ロ
ツ
ド
の
自
然
成
長
率
叫
に
及
ぱ
な
い
、
と
考
え
る
の
か
妥
当
で
あ

　
　
　
　
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
資
本
制
が
景
気
の
下
方
局
面
に
お
い
て
ハ
ロ
ッ
ド
ー
置
塩
型
投
資
函
数
を
堅
持
す
る
と
す
れ
ぱ
、
そ
の
持
続
は
不

　
　
　
　
可
能
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

Ｖ
　
ま
　
と
　
め

　
本
稿
の
目
的
は
景
気
循
環
に
関
す
る
全
局
面
を
含
ん
だ
モ
デ
ル
を
つ
く
り
、
そ
れ
に
よ
．
っ
て
そ
の
運
動
を
構
成
す
る
基
礎
的
な
パ

ラ
メ
ー
タ
ー
（
労
働
供
給
増
加
率
犯
、
設
備
廃
棄
率
刃
、
貯
蓄
率
ｓ
、
資
本
係
数
－
＼
ｑ
、
標
準
稼
動
率
毎
、
投
資
の
稼
動
率
に
対
す
る
反
応
係
数
９
、

資
本
家
の
独
立
消
費
の
比
重
恥
と
そ
の
増
加
率
榊
）
の
差
異
が
景
気
循
環
運
動
の
移
態
に
及
ぽ
す
作
用
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
以

上
の
検
討
か
ら
得
ら
れ
た
お
も
た
結
論
を
ま
と
め
て
お
く
。

　
¢
ハ
ロ
ッ
ド
ー
置
塩
型
の
投
資
関
数
に
も
と
づ
く
我
々
の
モ
デ
ル
の
均
衡
経
路
は
不
安
定
で
あ
り
、
好
況
と
不
況
の
不
均
衡
累
積

過
程
を
辿
る
。
好
況
過
程
か
ら
労
働
供
給
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
た
完
全
雇
用
経
路
に
い
た
り
、
や
が
て
反
転
し
て
不
況
過
程
に
突
入

す
る
。
不
況
過
程
か
ら
粗
投
資
１
１
零
の
景
気
の
底
に
到
り
、
そ
こ
で
は
資
本
家
の
独
立
消
費
と
設
備
廃
棄
の
進
行
と
に
ょ
っ
て
や
が



て
好
況
過
程
へ
と
脱
出
す
る
。
無
論
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
値
の
組
合
せ
次
第
で
は
天
井
や
底
へ
到
ら
ず
に
反
転
す
る
場
合
が
あ
る
。

　
◎
均
衡
状
態
か
ら
の
発
散
速
度
。
我
々
の
モ
デ
ル
の
均
衡
状
態
は
不
安
定
で
あ
る
が
、
均
衡
点
か
ら
離
反
す
る
速
度
と
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
乃
、
＆
は
プ
ラ
ス
、
３
，
ｏ
、
～
、
仏
は
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
を
も
っ
。
こ
こ
で
＆
、
～
は
仏
の
値
を

経
由
し
て
の
効
果
で
あ
る
。

　
　
労
働
供
給
増
加
率
仰
（
１
１
資
本
家
の
独
立
消
費
増
加
率
伽
）
と
設
備
廃
棄
率
１
と
の
効
果
。

　
祭
…
§
十
、
１
－
ミ
十
、
１
Ｖ
竃
戸
の
場
合
。
こ
れ
は
ハ
ロ
ッ
ド
〔
７
〕
の
Ｐ
Ｖ
ｏ
§
の
局
面
に
対
応
し
て
お
り
、
現
実
の
経
路
は
や
が
て

必
ず
完
全
雇
用
状
態
に
突
入
し
、
一
旦
到
達
す
れ
ば
以
後
完
全
雇
用
状
態
を
持
続
さ
せ
、
設
備
の
過
度
稼
動
と
資
本
家
の
意
図
し
た

蓄
積
需
要
を
満
た
し
え
な
い
状
態
が
続
く
。
逆
に
穿
１
－
◎
の
場
合
に
は
現
実
の
経
路
は
必
ず
景
気
の
底
に
落
込
み
、
そ
の
ま
ま
そ

こ
で
停
止
し
て
再
浮
揚
し
な
い
。

　
◎
〈
筆
く
冒
戸
の
場
合
に
は
、
＆
が
よ
り
大
き
な
経
路
ほ
ど
、
好
況
、
不
況
共
に
稼
動
率
の
水
準
は
よ
り
高
い
範
囲
を
運
動
し
、

最
高
稼
動
率
、
最
高
蓄
積
率
、
最
底
稼
動
率
は
い
ず
れ
も
高
ま
る
。
上
方
へ
の
発
散
性
は
強
ま
り
、
下
方
へ
の
そ
れ
は
弱
ま
る
。
不

況
の
底
で
は
稼
動
率
の
回
復
速
度
は
早
ま
り
、
底
で
の
停
滞
期
間
も
短
縮
す
る
。
す
な
わ
ち
好
況
局
面
は
強
ま
り
、
不
況
局
面
は
緩

和
さ
れ
る
。

　
＠
貯
蓄
率
８
の
効
果
（
ｄ
、
～
も
類
似
）
。

　
３
が
高
い
程
好
況
期
の
稼
動
率
は
よ
り
低
く
な
り
、
蓄
積
率
の
増
加
速
度
も
緩
慢
と
な
り
、
発
散
性
も
弱
ま
る
な
ど
よ
り
弱
々
し

い
好
況
過
程
と
な
る
。
不
況
局
面
に
っ
い
て
は
稼
動
率
の
低
下
巾
は
縮
小
し
、
発
散
度
も
弱
ま
り
、
下
方
不
均
衡
累
積
過
程
は
緩
和

さ
れ
る
。
景
気
の
底
に
お
け
る
失
業
率
は
高
ま
る
。

　
　
　
景
気
循
環
の
彩
態
に
関
す
る
比
較
動
学
的
分
析
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
（
　
五
一
）
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五
二
（
　
五
二
）

　
　
投
資
の
反
応
係
数
ガ
の
効
果
。

　
ガ
が
よ
り
高
い
程
、
上
下
の
不
均
衡
累
積
過
程
に
お
げ
る
運
動
速
度
は
速
ま
り
、
発
散
性
も
強
め
ら
れ
る
。

　
＠
資
本
家
の
独
立
消
費
～
の
増
加
率
伽
の
効
果
。

　
§
〈
§
の
場
合
、
完
全
雇
用
の
天
井
は
上
方
ヘ
シ
フ
ト
し
て
ゆ
く
が
、
上
方
へ
の
発
散
力
が
十
分
強
い
場
合
に
は
、
好
況
期
に
お

け
る
最
高
蓄
積
率
は
循
環
毎
に
高
ま
り
、
不
況
期
に
お
げ
る
最
低
稼
動
率
は
循
環
毎
に
低
下
し
、
失
業
率
は
増
加
し
て
ゆ
く
。
上
方

発
散
力
が
弱
い
場
合
に
は
遅
か
れ
早
か
れ
上
方
ヘ
シ
フ
ト
し
て
ゆ
く
完
全
雇
用
経
路
へ
到
達
し
え
た
く
な
り
、
そ
の
ま
ま
自
律
反
転

し
、
以
後
自
己
循
環
を
繰
返
し
つ
つ
失
業
率
が
累
増
し
て
ゆ
く
。
§
Ｖ
ミ
の
場
合
に
は
完
全
雇
用
天
井
が
下
方
ヘ
シ
フ
ト
し
、
循
環

毎
に
最
大
蓄
積
率
は
低
下
し
最
少
稼
動
率
は
増
加
す
る
。
独
立
消
費
の
増
加
率
が
労
働
供
給
の
そ
れ
を
上
回
る
た
め
に
、
あ
る
時
点

以
後
は
完
全
雇
用
を
離
脱
で
き
な
く
な
り
、
蓄
積
率
は
低
下
を
余
儀
た
く
さ
れ
、
粗
投
資
１
１
零
に
到
っ
て
体
系
は
崩
壊
す
る
。

　
　
数
学
注
－
　
巧
か
ら
出
発
し
た
経
路
は
ポ
〈
◎
の
領
域
を
通
る
こ
と
の
証
明
。

　
　
約
よ
り

　
　
　
冬
～
１
１
×
｝
１
竃
～
１
向
）
十
膏
　
　
　
　
句
１
１
竃
戸
－
箏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
ぶ
～
只
ー
ミ
～
ー
ミ
戸
）
１
奪
（
ｋ
Ｉ
冬
～
１
吋
）
十
票
｝

　
　
　
　
～
１
｛
ｋ
（
ｋ
＋
内
半
）
十
句
～
｝

　
　
．
．
．
ぶ
１
１
◎
↓
膏
１
Ｉ
Ｉ
×
ｋ
＋
穿
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｙ

　
　
ぶ
１
１
◎
の
傾
き
を
求
め
る
た
め
に
全
微
分
し
て
整
理
す
れ
ば

　
　
　
句
§
十
（
ぎ
十
碧
）
§
１
Ｉ
ｏ

　
　
　
号
＼
許
１
１
１
句
＼
ぎ
十
筆
　
　
　
－
穿
く
｝
〈
１
陰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ

　
　
他
方
町
で
の
運
動
ベ
ク
ト
ル
砂
の
方
向
角
は



　
　
訂
づ
ｏ
１
ｌ
曾
＼
♂
（
ｋ
ｌ
竃
～
－
吋
）
十
曾
｝
＼
竃

と
な
る
。
従
っ
て
次
の
条
件
が
充
さ
れ
れ
ぼ
、
巧
を
出
発
す
る
ｏ
は
ヅ
ｖ
◎
の
領
域
に
入
ら
な
い
と
い
え
る
（
初
期
条
件
巧
の
近
傍
で
は
〃
は

ぶ
く
◎
を
通
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
）
。

　
　
ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
零

　
　
剥
一
工
ｙ
、
、
Ｐ
盲
－
内
半
く
Ｘ
一

　
　
　
　
－
句
　
　
　
　
曾
・
冬

〔
証
明
〕
　
　
　
１

　
　
　
　
曽
十
碧
　
ス
ｋ
ｌ
暮
～
１
向
）
十
曾

　
　
～
吻
§
（
ぎ
十
撃
）
十
、
十
膏
－
竃
雀
１
（
竃
戸
－
箏
）
ｋ

　
　
１
１
吻
§
（
ｋ
＋
内
共
）
１
筆
ｋ
１
（
竃
戸
－
内
栄
）
ｋ
↑
ぶ
１
１
◎
よ
り

　
　
１
１
吻
§
（
ｋ
＋
穿
）
１
蟹
～
も
Ｖ
◎

数
学
注
２
　
表
３
、
♂
↓
９
の
切
替
点
へ
の
効
果
の
江
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

●

●
　
　
■

＼
（
～
）
…
ぎ
１
ぎ

　
　
去
上
、
　
　
　
千
一
ふ
÷
・
・

　
　
１
１
烹
十
』
（
ト
Ｎ
＋
ｑ
）
（
～
十
シ
）
　
　
　
ｏ
ｌ
ー
ト
戸
－
筆
Ｖ
ｏ

＼
（
◎
）
Ｖ
◎

、
（
１
０
＼
ト
）
〈
◎

　
＼
（
～
）
１
１
◎
は
二
っ
の
負
根
を
も
ち
、
そ
の
う
ち
の
大
き
い
方
の
根
勺
が
求
め
る
切
替
点
の
Ｚ
座
標
で
あ
る
。

　
ト
～
Ｎ
＋
、
ｂ
～
、
十
＼
的
共
膏
共
十
＼
内
米
膏
共
十
ト
～
｝
１
１
◎

　
＼
ぷ
Ｖ
◎

　
“
１
１
ぷ
く
◎

　
＼
婁
１
ｌ
ー
ト
（
ぷ
十
～
）
〈
◎

　
、
米
１
ー
ト
（
｛
Ｎ
＋
ｑ
）
十
ト
（
Ｎ
＋
戸
）
ト
Ｖ
◎

　
ト
ー
ー
ト
（
ト
～
十
〇
）
（
～
十
戸
）
十
ト
（
Ｎ
＋
戸
）
（
ト
塞
十
８
）
Ｖ
◎

　
景
気
循
環
の
形
態
に
関
す
る
比
較
動
学
的
分
析
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
（

）
Ｚ

（ｆ

、
（
～
）
１
１
◎
を
全
微
分
す
れ
ば

五
三
）
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五
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五
四
）

以
上
よ
り
勺
と
各
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
の
関
係
が
得
ら
れ
る
。

同
様
に
切
替
点
の
ツ
座
標
と
各
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
の
関
係
も
以
下
の
よ
う
に
得
ら
れ
る
。

　
　
、
…
ぎ
ー
ぎ
１
１
鬼
１
。
十
×
羊
穿
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
北
は
最
大
正
根
、
　
　
　
　
・
．
・
、
ぎ
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
“
〈
◎
一
、
婁
Ｖ
◎
一
｝
恭
く
◎
一
ト
〈
◎
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